
(1)令和 2年 10月 1日                           第64 号      

新
体
制
が
始
動 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
中
、
定
時
総
会
は

会
場
を
セ
ン
タ
ー
内
に
移
し
、
６
月

23
日
（
火
）
午
後
１
時
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
感
染
要
因
と
さ
れ
る

３
密
回
避
の
た
め
参
加
者
数
を
限
る

異
例
の
開
催
で
し
た
が
、
昨
年
度
の

事
業
・
監
査
報
告
、
今
年
度
の
事
業

計
画
、
理
事
長
ほ
か
の
新
旧
交
代
人

事
等
、
滞
り
な
く
了
承
さ
れ
、
こ
こ

に
高
尾
理
事
長
下
の
新
体
制
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

新
理
事
長
就
任
！ 

  
 

 
 

 
 

 

理
事
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
尾 

司 

 

こ
の
度
、
令
和
２
年
度
定
時
総
会

に
お
き
ま
し
て
理
事
に
選
任
さ
れ
、

理
事
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
高
尾
で

ご
ざ
い
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
充
実
発
展
に
努
力
を
傾
注
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
従
前
同
様

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中

高
齢
者
の
皆
様
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た

経
験
、
技
能
、
知
識
を
大
い
に
生
か

し
、
様
々
な
就
業
を
通
じ
て
生
き
が

い
の
充
実
と
社
会
参
加
に
よ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
事
業
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
昨
今
の
社
会
情
勢

は
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
な
ど
に

よ
り
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
、
会
員

数
の
減
少
、
国
の
補
助
金
の
抑
制
や

不
況
等
に
よ
る
受
注
の
減
少
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
総
力
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は

ご
健
康
に
充
分
ご
留
意
い
た
だ
き
い

つ
ま
で
も
お
元
気
で
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
生
涯
現
役
の
気
概
で
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

も
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
様
々

な
事
業
を
皆
様
と
共
に
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す

。 

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
一
層
の

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
理
事
長
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
常
務
理
事
就
任 

 

常
務
理
事 

岡
村 

隆
秀 

 

こ
の
度
、
令
和
２
年
度
定
期
総
会

に
お
い
て
、
理
事
に
選
任
さ
れ
、
常

務
理
事
に
就
任
し
ま
し
た
岡
村
で
ご

ざ
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
日
頃
か
ら
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
、
皆
様
か
ら

ご
支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
松
戸
市
シ
ル
バ
ー
人
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材
セ
ン
タ
ー
は
、
基
本
理
念
で
あ
る

「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の

も
と
、
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
確
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
社
会
貢
献
を
視
野
に

入
れ
て
、
会
員
の
皆
様
が
誇
り
を
も

っ
て
就
業
続
け
る
こ
と
に
よ
り
、
会

員
の
皆
様
の
生
き
が
い
、
健
康
状
況

な
ど
を
高
め
、
も
っ
て
、
健
康
寿
命

を
延
伸
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 さ

て
、
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
展

に
よ
り
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
担

う
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の

皆
様
一
人
一
人
が
、
ご
活
躍
頂
け
る

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し

、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
２
年
度
役
員
人
事
決
定
！ 

定
時
総
会
を
受
け
、
本
セ
ン
タ
ー

の
役
員
人
事
お
よ
び
組
織
構
成
が
変

わ
り
ま
し
た
。
新
し
い
顔
ぶ
れ
と
職

務
は
次
の
通
り
で
す
。 

役
員
の
皆
さ
ん 

理
事
長 

 

高
尾 

 

司 
 

新
任 

常
務
理
事 

岡
村 

隆
秀 

 
 

新
任 

理
事 

 
 

郡 
 

正
信 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

小
川 

哲
也 

 
 

新
任 

理
事 

 
 

渡
邊 

和
子 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

小
室 

三
郎 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

海
老
原 

征
志
郎 

再
任 

理
事 

 
 

森
谷 

芳
子 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

沖
本 

博
司 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

林 

義
雄 

 
 

 

再
任 

理
事 

 
 

染
井 

秀
雄 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

佐
藤 

惠
子 

 
 

再
任 

理
事 

 
 

木
村 

次
人 
 

 

新
任 

理
事 

 
 

山
本 

博
之 

 
 

新
任 

理
事 

 
 

三
井 

勝
次 

 
 

新
任 

監
事 

 
 

原
田 

豊
行 

 
 

再
任 

監
事 

 
 

相
澤 

康
夫 

 
 

再
任 

セ
ン
タ
ー
新
組
織
構
成 

(

長)
 

委
員
長 

(

副)
 

副
委
員
長 

(

理)
 

理
事 

 
(

会)
 

正
会
員 

 

総
務
部
会 

林 

義
雄(

長
） 

 
 

小
室 
三
郎(

副)
 

山
本 

博
之(

理)
 

沖
本 

博
司(
理)

 

大
久
保 

慶
治(

会)

中
村 

恒
久(
会)

 

笹
森 

英
哲(

会)

髙
橋 

勲(

会)
 

井
上 

恵
美
子(

会)

市
川 

譲
二(

会)
 

和
田 

喜
六(

会)
 

 

地
域
班
活
動
委
員
会 

沖
本 

博
司(

長)
 

林 

義
雄(

副)
 

小
室 

三
郎(

理)
 

村
井 

行
雄(

会)
 

河
合 

勉(

会)
 

 
 

笠
原 

三
男(

会)
 

出
口 

信
隆(

会)
 

和
田 

喜
六(

会)
 

藤
井 

常
治(

会)
 

瀧
﨑 

文
夫(

会)
 

棚
井 

友
幸(

会)
 
 

加
茂 

欣
成(

会)
 

大
久
保 

慶
治(

会) 

佐
野 

輝
人(

会)
 

笹
森 

英
哲(

会)
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会 

 

佐
藤 

惠
子(

長)
 

三
井 

勝
次(

副)
 

宇
賀
神 

収(

会)

大
前 

ア
キ
子(

会)
 

高
橋 

久
子(

会)
 

棚
井 

友
幸(

会)
 

長
谷
部 

良
一(

会)

武
山 

孝
義(

会)
 

林 

久
代(

会)
 
 
 
 

松
村 

宏(

会)
 

吉
田 

寿
子(

会)
 

鵜
飼 

雅
道(

会)
 

事
業
部
会 

染
井 

秀
雄(

長)
 

林 

義
雄(

副)
 

三
井 

勝
次(

理)
 
 

渡
邊 

和
子(

理)
 

海
老
原 

征
志
郎(

理)
 
 

岡
島
エ
イ
子(

会)
 

小
野
き
へ
子(

会) 

竹
内 

和
子(

会)
 
 

星
野 

進(

会)
 

松
倉 

武
保(

会)
 
 

大
石 

賢
治(

会)
 

穐
村 

博(

会)
 
 
 
 

石
垣 

勉(

会
） 

安
全
適
正
就
業
管
理
員
会 

海
老
原 

征
志
郎(

長)
 
 

染
井 

秀
雄(

副)
 

木
村 

次
人(

理)
 

 

岡
村 

寛(

会)
 

 
 

藤
田 

正
俊(

会)
 

細
山
田 

稜
子(

会) 

原
田 

香
代(

会)
 

小
林 

寛
仁(

会)
 

滝
田 

崇(

会)
 

鈴
木 

由
美
子(

会)

岡
崎 

秀
昭(

会)
 

広
報
部
会 

佐
藤 
惠
子(

長)
 
 

沖
本 

博
司(

副)
 

山
本 

博
之(
理)

 

森
谷 

芳
子(

理)
 

木
村 

次
人(
理)

 

木
村 

髙
明(

会)
 

関
野 

秀
子(

会)
 

根
岸 

敦
子(

会)
 

富
田 

守(

会) 
  

山
﨑 

眞
由
美(

会) 

伊
藤 

悦
子(

会)
 

佐
藤 

裕
子(

会)
 

会
報
編
集
委
員
会 

渡
邊 

和
子(

長)
 
 

山
本 

博
之(

副)
 

今
田 

尚
俊(

会)
 
 

山
﨑 

修
平(

会)
 

根
岸 

敦
子(

会)
 

新
橋 

正
典(

会)
 

女
性
部
会 

森
谷 

芳
子(

長)

海
老
原 

征
志
郎(

副) 

佐
藤 

惠
子(

理)
 

三
井 

勝
次(

理)
 

松
田
恭
子(

会)

奥
山
ひ
で
子(

会) 

木
村 

紀
代
子(

会)
 

城 

郁
美(

会)
 

藪
下 

敏
子(

会)
 

理
事
会
報
告 

◆
第
１
回 

令
和
２
年
５
月
27
日 

（
会
議
内
容
） 

（
１
）
承
認
事
項 

・
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て 

・
特
別
会
員
の
承
認
に
つ
い
て 

（
２
）
議
案
事
項 

 

・
議
案
第
１
号 

平
成

31
年
度

事
業
報
告
及
び
計
算
書
類
等
に

つ
い
て 

 

・
議
案
第
２
号 

令
和
２
年
度
定

時
総
会
の
招
集
及
び
議
案
の
決

定
に
つ
い
て 

（
３
）
報
告
事
項 

 

・
事
業
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て 

 

・
布
マ
ス
ク
製
作
に
つ
い
て 

◆
第
２
回 

令
和
２
年
６
月
23
日 
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（
会
議
内
容
） 

（
１
）
承
認
事
項 

 

・
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て 

（
２
）
議
案
事
項 

 

・
議
案
第
３
号 

理
事
長
の
選
定

に
つ
い
て 

 

・
議
案
第
４
号 
常
務
理
事
の
選

定
に
つ
い
て 

◆
第
３
回 

令
和
２
年
７
月
31
日 

（
会
議
内
容
） 

（
１
）
承
認
事
項 

 

・
入
会
者
の
承
認
に
つ
い
て 

（
２
）
議
案
事
項 

 

 

・
議
案
第
５
号 

松
戸
市

SC
令

和
２
年
度
第
１
回
収
支
補
正
予

算
に
つ
い
て 

（
３
）
報
告
事
項 

 

・
各
部
会
及
び
各
委
員
会
か
ら
の

報
告 

 

・
専
門
部
会
関
係 

 

◎
専
門
部
会
等
の
活
動
状
況
報
告 

 

・
事
業
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て 

 

・
未
収
金
に
つ
い
て 

 

・
予
算
執
行
状
況
に
つ
い
て 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
お
知
ら
せ 

コ
ロ
ナ
禍
終
息
の
メ
ド
が
た
ち
ま

せ
ん
。
感
染
回
避
の
た
め
、
会
員
の

皆
様
に
は
何
卒
３
密
（
密
集
、
密
接
、

密
閉
）
回
避
に
つ
い
て
お
守
り
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま

た
日
常
手
洗
い
の
実
施
、
咳
エ
チ
ケ

ッ
ト
（
マ
ス
ク
着
用
）
、
毎
日
の
検

温
な
ど
、
く
れ
ぐ
れ
も
感
染
防
止
対

策
に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。
セ
ン
タ
ー

事
務
局
か
ら
仕
事
を
受
け
て
い
る
方

で
気
に
な
る
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

小
さ
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
次
の
症
状
が
あ
る
方
（→

新
た
な

相
談
・
受
診
の
目
安
） 

・
息
苦
し
さ
、
強
い
だ
る
さ
、
高
熱

な
ど
強
い
症
状
が
あ
る
場
合 

・
高
齢
者
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、

重
症
化
し
や
す
い
人
で
、
発
熱
や
せ

き
な
ど
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

あ
る
場
合 

・
そ
れ
以
外
の
人
で
、
発
熱
や
せ
き 

な
ど
、
比
較
的
軽
い
風
邪
の
症
状
が

続
く
場
合 

・
味
覚
、
嗅
覚
の
変
化 

い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
は
、

直
ち
に
新
型
コ
ロ
ナ
受
診
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
（
帰
国
者
、
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

<

電
話>

 

０
４
７-

３
６
１-

２
１
４
０ 

◆
就
業
報
告
書
の
提
出
日
は
、
翌
月

３
日
迄
で
す
。
そ
れ
を
過
ぎ
る
と

翌
々
月
の
配
分
金
扱
い
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

令
和
２
年
度
事
故
報
告 

発
生
事
故
件
数 

  
 

11
件 

・
内 

傷
害
事
故
件
数 

８
件 

 
 

（
就
業
中
３
件 

就
業
途
上
５
件
） 

・
内 

賠
償
事
故
件
数 

３
件 

（
８
月
末
現
在
） 

会
報
編
集
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ 

会
報
64
号
（
臨
時
号
）
・
65
号
の

発
行
に
つ
い
て 

長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

会
報

64
号
は
、
５
月
、
９
月
の
発

行
が
連
続
し
て
流
れ
、
皆
様
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
８
月

18
日
久
々
の
編
集
委
員
会
で
こ
の

件
が
話
し
あ
わ
れ
、
６
月

23
日
の

定
時
総
会
や
理
事
長
他
の
人
事
異
動

等
、
早
急
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
が

大
事
と
衆
議
一
決
し
、
急
き
ょ
こ
の

臨
時
発
行
と
な
っ
た
次
第
で
す
。 

今
回
は
掲
載
原
稿
の
少
な
い
こ
と

も
あ
り
変
則
の
４
ペ
ー
ジ
建
て
と
な

り
ま
し
た
が
、
次
号
（
１
月
発
行
）

で
は
従
来
通
り
と
し
、
「
特
集
」
な

ど
内
容
の
充
実
を
期
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。
今
号
は
併
せ
て
次
号
の
原
稿

募
集
も
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
何
卒

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

第
65
号 

(

令
和
３
年
１
月
発
行)

原

稿
募
集
し
ま
す
‼ 

❶
特
集
「
コ
ロ
ナ
禍
に
生
き
る
」

(1)
《
全
員
参
加
》
の
テ
ー
マ
で
す 

マ
ス
ク
着
用
、
３
密
回
避
な
ど
ほ

ぼ
１
年
に
わ
た
る
自
粛
生
活
の
中

で
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
心
が
け

て
き
た
暮
し
方
や
体
験
。 

(2)
「
Go

to
ト
ラ
ベ
ル
」
に
つ
い
て

の
体
験
や
感
想 

❷
特
集
「
故
郷
の
正
月
の
思
い
出
」 

正
月
特
有
の
変
わ
っ
た
し
き
た
り

や
伝
統
行
事
、
遊
び
等
。 

❸
特
集
「
そ
の
他
」 

職
場
の
こ
と
、
趣
味
の
こ
と
、
わ

が
身
や
家
族
に
起
こ
っ
た
出
来
事
、

免
許
証
返
納
、
今
年
の
抱
負
等
々
。 

以
上
、
内
容
は
こ
れ
以
外
の
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
。
「
特
集
」
の
字

数
は
２
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま

す
。 

➍
地
域
班
等
各
種
活
動
報
告
、
各
種 

文
芸
の
募
集
は
従
来
通
り
で
す
。 

❺
『
シ
リ
ー
ズ 

働
く
よ
ろ
こ
び
』 

新
規
の
シ
リ
ー
ズ
。
働
く
会
員
や

職
場
を
実
際
に
見
聞
し
、
働
く
歓

び
を
通
し
て
仕
事
の
内
容
や
技
術
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上
の
留
意
点
な
ど
様
々
な
情
報
を

伝
え
ま
す
。
そ
の
ま
ま
本
セ
ン
タ

ー
事
業
の
広
報
と
な
る
狙
い
で
す
。

ご
存
知
の
ユ
ニ
ー
ク
な
会
員
や
知

ら
せ
た
い
職
場
の
情
報
な
ど
自
薦

他
薦
で
編
集
部
へ
お
寄
せ
下
さ
い
。

編
集
部
で
取
材
の
参
考
に
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。 

全
投
稿
締
切
／
令
和
２
年
11
月
13
日 

地
域
班
活
動 

❑
『
昭
和
の
杜
博
物
館
』
を
訪
ね
て 

 

令
和
元
年
の
あ
る
晩
秋
の
一
日
８
・

９
班
の
面
々
27
名
で
東
松
戸
（
紙
敷

１
３
７
７
）
に
こ
の
ほ
ど
開
館
し
た

『
昭
和
の
杜
博
物
館
』
を
訪
ね
ま
し

た
。･･･ 

（
８
班 

今
田
尚
俊
／
ま
と
め 

山
﨑
編
） 

❑
３
班
合
同
打
合
せ
会 

昨
年

12
月
23
日
、
４
・
５
・
６

班
合
同
の
副
班
長
他

14
名
で
昼
食

を
共
に
し
な
が
ら
単
発
作
業
班
の
現

況
に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。･

･
･
 

（
５
班 

谷
地
田
由
夫
） 

 

❑
男
の
料
理
で
新
年
会 

 

地
域
班
３
班
は
２
月
１
日
、
地
元

の
古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
で
男
の
料

理
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。…

 
 

（
３
班 

山
本
博
之
） 

会
員
の
ひ
ろ
ば 

❑
資
格
に
チ
ャ
レ
ン
ジ 

 

何
か
資
格
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
こ

と
し
（
令
和
２
年
）
「
危
険
物
取
扱

者
乙
４
種
」
を
独
学
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

中
で
す
。･

･
･
 
 
 
 

 

（
５
班 

大
谷
敏
博
） 

 
 

※
第
64
号
予
定
の
「
シ
リ
ー
ズ
働
く

よ
ろ
こ
び
第
１
回
」「
地
域
班
活
動
」

「
会
員
の
ひ
ろ
ば
」
お
よ
び
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
文
芸
」
の
全
文
は
、
紙
面
の
都
合

で
次
号
に
掲
載
し
ま
す
。 

「
賛
助
会
員
」
の
皆
様 

個
人
会
員 

安
蒜 
美
智
子 

 
 

五
十
嵐 

勝
芳 

石
崎 
 

喜
江 

 
 
 

伊
藤 

 

司
郎 

梅
本 

眞 
 

 
小
圷 

興
基 

小
沢 

暁
民 

 
傘
木 

則
夫 

加
藤 

頼
子 

 

小
暮 

宣
子 

小
山 

彰
子 

 

佐
々
木 
雅
子 

田
中 

英
信 

 

藤
原 

良
子 

宮
原 

裕 
 

 

戸
張 

友
子 

（
五
十
音
順 

敬
称
略
） 

法
人
会
員 

・
有
限
会
社 

サ
カ
イ 

・
祉
会
福
祉
法
人
根
木
内
福
祉
会 

 
 
 

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ヴ
ィ
ラ 

・
株
式
会
社 

吉
廣
商
事 

・
株
式
会
社 

Ｍ
Ｋ
Ａ 

・
医
療
法
人
社
団
葵
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

介
護
老
人
保
健
施
設
葵
の
園
・
松
戸 

・
有
限
会
社
中
田
化
成 

・
大
正
寺 
 

・
松
川
産
業
株
式
会
社 

 
 

（
令
和
２
年
９
月
末
現
在
） 

平
素
よ
り
賛
助
会
員
の
皆
様
に
は

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
賛
助
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当

セ
ン
タ
ー
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

◯
個
人
会
員
（
１
口
）
１
５
０
０
円 

〇
法
人
会
員
（
１
口
）
３
０
０
０
円 

ご
入
会
後
は
、
会
報
「
は
つ
ら
つ

松
戸
」
を
発
行
の
都
度
お
送
り
し
同

紙
に
お
名
前
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

お
申
し
込
み
、
詳
細
は
当
セ
ン
タ
ー

事
務
局
ま
で 

◎
連
絡
先
０
４
７-

３
３
０-

５
０
０
５ 

 

本
年
６
月
の
定
時
総
会
等
を
経
て
新
た
に

理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
地
域
班
３
班
所

属
の
山
本
博
之
で
す
。
私
自
身
大
き
な
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
会
員
に
な
っ
た
頃
か
ら

の
目
標
と
し
て
、
松
戸
市
の
『
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
』
か
ら
市
民
の
皆
様
か
ら
愛
さ

れ
、
信
頼
さ
れ
る
松
戸
市
の
『
シ
ル
バ
ー
人

財
セ
ン
タ
ー
』
の
一
員
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

日
々
精
進
し
て
い
き
た
く
考
え
て
い
ま
す
。

ミ
ス
を
し
た
り
一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
、
ご
協
力
と
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
山
本
博
之
○編
） 

 

シルバー人材センター 

マスコットキャラクター 


